
子どもたちの中で

学んだことが実感をもってつながり，

学習を積み重ねていくことができるように，

全学年を通して

段階的，系統的に学習が進められる題材により

教科書を構成しました。

音 楽 の 学 び が
つ な が る
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ミューちゃん ジック君 タンブ博士

新学習指導要領において，育成を目指す資質・能力は，「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学
びに向かう力，人間性等」の三つの柱で整理され，音楽科においても教科の目標・内容が再整理されました。
　新しい教科書では，子どもたちの「気付く・分かる（知識）」「できる（技能）」と，“ このように演奏したい ”“ こ
の音楽がすてきなのはこういう理由だから ” というような「思いや意図をもつ（思考力，判断力，表現力等）」
活動をしっかりと関わらせつつ，「楽しみながら音楽の学びと向き合う（学びに向かう力，人間性等）」こと
ができるように編集しました。

音 楽 科 で 育 成 する学 力を 確 かなものにします

音
楽
の
学
び
が
つ
な
が
る

学習を支える
キャラクターの
吹き出し

子どもたちの気付
きや思考を促す内容
を充実させました。

活動を
深めたり
広げたり
します。

学習の目当てを分かりやす
く文章で説明したり，体の動
きを取り入れたりして，子ど
もたちが実感をもって理解で
きるように工夫しました。

歌ったり楽器を演奏
したりする技能の習得
をサポートするため
に，演奏家のアドバイ
スやベテランの先生方
のアイディアを取り入
れました。

【本書 p.28 ～ 33 参照】

キャラクターの吹き出しで
学習のヒントを示したり，工
夫するポイントや意見交換す
る観点を記したワークシート
を例示したりしました。

「気付く・分かる」
をサポート

「できる」
をサポート

「思いや意図を
もつ」をサポート

学びを  つなぐ

分かった！

できた！

こう歌いたい。

ここが曲の魅力
だと思うな。

ここを工夫して
みようかな。

ヒントを出したり考える
きっかけを示したりして，
子どもたちの学習をサポー
トします。
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教材④

教材③

教材②

日々の授業で
見通しをもつ

１年間の
見通しを

もつ

学んだことを
振り返る

４年 生 の 学 習
1年間でこんな学習をするよ。

曲のとくちょうを
生かして歌う

たがいの声を
きき合って
合
がっ

唱
しょう

する

楽
がっ

器
き

の音色に
気をつけて
合
がっ

奏
そう

する
せんりつのとくちょうを

生かして
えんそうする

音楽のとくちょうに
気をつけてきく

日本の民
みん

謡
よう

に
親しむ

図形から
音楽をつくる

言葉のリズムを
組み合わせて
音楽をつくる

歌 う き く

つくる
えんそうする

　　　　は，
音楽を楽しむ気持ちを
表したものだよ。
みんなで大きく育てよう！

2 3 い
ろ
い
ろ
な
音
の
ひ
び
き
を
感
じ
取
ろ
う

7

音色 せんりつ

フルートとクラリネットのひびきに
親しみましょう。
●	フルートの音のとくちょうを感じ取りながらききましょう。

●	主なせんりつの美しさを味わいながらききましょう。

●	クラリネットの音のとくちょうを感じ取りながら

	 ききましょう。

●	主なせんりつをえんそうする楽器の移
うつ

り変
か

わりを

	 楽しみながらききましょう。

「クラリネット ポルカ」は，
手拍子しながらきいてもいいね。

手拍子のリズム

「アルルの女」第2組曲から

メヌエット
ビゼー 作曲／ギロー 編曲

きこう！

クラリネット ポルカ
ポーランド民謡

きこう！

▶	どちらの曲が気に入ったか，

　すきなところとその理由を発表し合おう。

チャレン
ジ

主なせんりつ

主なせんりつ

フルートとクラリネットの
音色をくらべて，
感じたことや気づいたこと
を話し合ってみよう。

主なせんりつを
指でたどりながら
口ずさんでもいいね。

この曲は，合
がっ

奏
そう

でえんそうされ，フルートが主なせんりつを受け持ちます。

メヌエットは，3拍
びょう

子
し

のおどりの音楽です。

この曲は，クラリネットを中心にした合奏で

えんそうされます。ポルカは2拍子のおどりの音楽です。
〈ビゼーについて 81ページ〉

54 55

音色

リズム

せんりつ

速さ
（速度）

拍
はく

強さ
（強弱）

音の重なり 音階 調

いろいろな楽器をえんそうしたりきいたりする

せんりつの音の上がり下がりと強さの関
かん

係
けい

をたしかめて歌う

拍にのってリズムを打つ

いろいろな楽器の
音を重ねる

ひびきのある
声で歌う

▶23ページ

▶11ページ ▶56ページ

▶7ページ

▶66ページ

▶35ページ

▶50ページ
▶11ページ

▶19ページ

▶54ページ

声

楽
がっ

器
き

強さ

リズム

いろいろな
打楽器

木
もっ

管
かん

楽器

日本の楽器

ふり返りのページ 1年間でいろいろな
学習をしたね。

拍

せんりつ

拍
ひょう

子
し

8分音符（　）を1拍として，
1小節に6拍ある拍子。

「風のメロディー」は，　  を1拍として，２拍子
のように感じて歌います。「朝の気分」も，同じ
ように感じながらききましょう。　

おん ぷ

バルデ リ           ー バルデ ラ          ー バル デ ロ           ー バルデ ロホ ホ ホ ホ ホ

ハ長調の場合

長調の音階

階名 ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド

速さの変
へん

化
か

を
感じ取る

フレーズ

くり返し
（反

はん

復
ぷく

）
変化

よびかけと 
こたえ

言葉やせんりつのまとまりを感じ取る

せんりつの重なり方のちがいを感じ取る

▶25ページ

▶13ページ

▶39ページ

～

2人の歌声がかけ合いをする部分

～

2人の歌声が重なっている部分

ア

ア

くり返し変化
2小

しょう

節
せつ

のまとまり 2小節のまとまり

ア

イ

くり返し

たてと横との関係

▶18ページ

〈指導者・保護者の皆様へ〉  　ここには，本書の各ページの下に示された音楽を形づくっている要素（例　　　  　）がまとめられています。音色

※原曲では，このだんのリズムは　　　　になっています。
ピン　ヨロー

よびかけ

よびかけ

よびかけこたえ

こたえ

こたえ①

②

82 83

音色 強弱 音の重なり たてと横との関係

細かく打ちながらだんだん強くして
いこうかな。それとも，ふりながら
だんだん強くしていこうかな。

ウ

いろいろな楽器を使って，鳴らし方をくふうしながら，

　 〜　 のカードの図形を音で表しましょう。

図形の意味

弱い音

強い音

だんだん強く

だんだん弱く
エ

例

　下のカードは，いろいろな音の様子を図形で表したものです。音のひびき

をたしかめながら，カードを使って打楽器の音楽をつくりましょう。

下の　　を参考にして， 　 〜　 の4種
しゅ

類
るい

のカードをすべて使って，

音楽をつくりましょう。

3

始め 中 終わり

3人でいっしょに
えんそうする。

つくるときの
ルール

3人でいっしょに
えんそうする。

ア エ

カードを1まい
えらぶ。

カードを1まい
えらぶ。カードを自由に組み合わせる。

金属でできている楽器を
組み合わせてみました。

皮がはってある楽器と
木でできている楽器を
組み合わせてみました。

楽器の組み合わせの例

クラベスが目立つように，
他の楽器とちがう
カードをえらびました。

それぞれの楽器の音が
よくきこえるように，
１人ずつ順に鳴らしました。

ボンゴ

コンガ

小だいこ

タンブリン

トライアングル

シンバル

カスタネット

クラベス

ウッドブロック

すず

例

49

音色

い
ろ
い
ろ
な
音
の
ひ
び
き
を
感
じ
取
ろ
う

7

音色

いろいろな木
もっ

管
かん

楽
がっ

器
き

　このページにある楽器は，木管楽器とよばれています。

　管
くだ

に開けられたあな
4 4

をとじたり開けたりして，音の高さを変える「笛」の仲間の

楽器です。音の出る仕組みがそれぞれちがうため，音色にもちがいがあります。

フルート オーボエ クラリネット ファゴット

昔は木で作られていましたが，

今では金
きん

属
ぞく

で作られています。

リードを
上から見たところ

2まいのリードを
息でふるわせて音を出す。

1まいのリードを
息でふるわせて音を出す。

※ファゴットも
	 オーボエと同じ仕組みで
	 音を出します。

クラリネットオーボエ

フルート

54ページ 55ページ

いろいろな木管楽器のひびき
参考曲

音の出る仕組み
あな
4 4

のふち
4 4

に息をふき当てて音を出す。

広
ひろ

島
しま

交
こう

響
きょう

楽
がく

団
だん

のみなさん

かんしょう
資
し

料
りょう

広
島
交
響
楽
団
に
つ
い
て

52 53

い
ろ
い
ろ
な
音
の
ひ
び
き
を
感
じ
取
ろ
う

7

音色 せんりつ 音の重なり 拍

プラスチックゴム

ゆたかなひびきを味わいながら
えんそうしましょう。
●	主なせんりつの音がきこえるように，それぞれのパートの音のバランスに

	 気をつけてえんそうしましょう。

●	拍
はく

にのって合
がっ

奏
そう

しましょう。

茶色の小びん
芙龍明子 日本語詞／ジョセフ ウィナー 作曲／浦田健次郎 編曲

：鉄琴

鉄
てっ

琴
きん

や木琴に使ういろいろなマレット（ばち）

糸まき毛糸まき いろいろなかたさの
マレットがあるよ。
えらぶときは，実

じっ
際
さい
に楽器を

打って音色をたしかめよう。

新しくおぼえること

シャープ
半音上げる記号。

ド

5150

音色 強弱 音の重なり たてと横との関係

ア

細かく打ちながらだんだん強くして
いこうかな。それとも，ふりながら
だんだん強くしていこうかな。

ウ

音のとくちょうを生かして
音楽をつくりましょう。

いろいろな楽器を使って，鳴らし方をくふうしながら，

　 〜　 のカードの図形を音で表しましょう。

1

カード 図形の意味

弱い音

強い音

だんだん強く

だんだん弱く
ア イ ウ エ

例

例

ア エ

　と     では，打つ位
い

置
ち

を変えて，
音の高さをくふうしてみようかな。

　下のカードは，いろいろな音の様子を図形で表したものです。音のひびき

をたしかめながら，カードを使って打楽器の音楽をつくりましょう。

3人の組になり，音のひびき合いをたしかめながら，

組み合わせる楽器をえらびましょう。

2

下の　　を参考にして， 　 〜　 の4種
しゅ

類
るい

のカードをすべて使って，

音楽をつくりましょう。

3

始め 中 終わり

3人でいっしょに
えんそうする。

つくるときの
ルール

3人でいっしょに
えんそうする。

楽器の例

がはってある楽器皮 でできている楽器金
きん

属
ぞく

でできている楽器木

ア エ

カードを1まい
えらぶ。

カードを1まい
えらぶ。カードを自由に組み合わせる。

金属でできている楽器を
組み合わせてみました。

皮がはってある楽器と
木でできている楽器を
組み合わせてみました。

楽器の組み合わせの例

7
い
ろ
い
ろ
な
音
の
ひ
び
き
を
感
じ
取
ろ
う

音
の
と
く
ち
ょ
う
を
感
じ
取
っ
て
、

音
楽
を
つ
く
っ
た
り
、
え
ん
そ
う
し
た
り
、
き
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
。

クラベスが目立つように，
他の楽器とちがう
カードをえらびました。

それぞれの楽器の音が
よくきこえるように，
１人ずつ順に鳴らしました。

打楽器の音楽

ボンゴ

コンガ

小だいこ

タンブリン

トライアングル

シンバル

カスタネット

クラベス

ウッドブロック

すず

例
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子どもたちが主体的に学習に取り組めるように，「何を学ぶのか」を分かりやすく提示しました。また，
年間を通しての学習の見通しをもてるよう，巻頭にその概要を「学びの地図」で示し，さらに巻末には，「ふ
り返りのページ」を設けて，学習したことを確認できるように構成しました。

主 体 的な 学びを サ ポートします

学年の始めに
その学年で学習する内容

について，大まかなイメー
ジをもつことができます。

学期末や題材の
まとまりごとに

学習したことを振り返
って確認したり関連付け
たりすることができます。

４年生では，
こんなことを
勉強するんだね。

いろいろなことを
思い出せて，
便利だな。

学びが
つながる
題材構成

教芸の題材は，学ん
だことを関連付けたり
活用したりすることが
できるように，音楽を
形づくっている要素を
中心に，各教材が結び
付けられて構成されて
います。

教材を指導する際の目安となる，〔共通事項〕に示された音楽
を形づくっている要素をページ下に示しました。各学年で学習し
たものは，「ふり返りのページ」にまとめられています。

日々の授業において
各ページでは，何をねらって

学習するのかが，学習目標や活
動文によって分かりやすく示さ
れているので，見通しをもって
学習に取り組めます。

学んだことが
つながっていく

題
材
の
ね
ら
い

教材①

４年 p.2・3

４年 p.82・83

４年題材７　p.48 ～ 55

音
楽
の
学
び
が
つ
な
が
る

学習目標

教材・活動文

吹き出しやワークシート

関連事項の振り返りに
学習したことを振り返って

活用することができます。
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題材は，学年内での学習のバランスを考慮して構成されており，学年間の関連も下図のように系統立ててあり
ます。そのため，子どもたちの発達段階に応じて「音楽的な見方・考え方」を働かせながら学習を積み重ねてい
くことができます。

系 統 的な 題 材 構 成により，６年 間 の学び が 積 み 重なります

１年

年間10題材 年間８題材年間９題材

4 年

うたって おどって
なかよく なろう

２年 5 年

音楽で みんなと つながろう

３年 6 年

音楽で心の輪を広げよう

中
学
校
へ　
　
小
学
校
と
中
学
校
を
通
し
た
９
年
間
の
学
び
の
つ
な
が
り
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
︒

音楽を
形づくっている

要素との関わりを
中心にした題材

我が国や
郷土の音楽を

学ぶ題材

学年まとめの
総合題材

各学年の
スタートに適した

オリエンテーション
的な題材

歌声のひびきを感じ取ろう

いろいろなリズムを
感じ取ろう

ちいきにつたわる音楽に
親しもう

せんりつのとくちょうを
感じ取ろう

せんりつの重なりを
感じ取ろう

いろいろな音のひびきを
感じ取ろう

歌声をひびかせて
心をつなげよう

音の重なりを感じ取ろう

いろいろな音色を
感じ取ろう

和音の移り変わりを
感じ取ろう

曲想の変化を感じ取ろう

詩と音楽の関わりを
味わおう

歌声をひびかせて
心をつなげよう

いろいろな音色を
感じ取ろう

旋律の特徴を生かして
表現しよう

いろいろな和音のひびきを
感じ取ろう

曲想の変化を感じ取ろう

詩と音楽の関わりを
味わおう

はくの まとまりを 
かんじとろう

ドレミで あそぼう

せいかつの 中に ある 音を
楽しもう

リズムを かさねて 楽しもう

くりかえしを 見つけよう

いろいろな がっきの 音を
さがそう

ようすを おもいうかべよう

はくを かんじとろう

はくに のって
リズムを うとう

みの まわりの おとに
みみを すまそう

どれみ
4 4 4

と なかよく なろう

せんりつで よびかけあおう

がっきと なかよく なろう

ようすを おもいうかべよう

にほんの うたを たのしもう

みんなで あわせて 
たのしもう

日本の うたで つながろう

みんなで あわせて
楽しもう

ちいきにつたわる音楽で
つながろう

音の重なりをかんじて
合わせよう

日本の音楽でつながろう

曲の気分を感じ取ろう

日本の音楽に親しもう

思いを表現に生かそう

日本や世界の音楽に
親しもう

音楽で思いを伝えよう

音楽で心をつなげよう

歌って音の高さを
かんじとろう

リコーダーのひびきを
かんじとろう

拍にのって
リズムをかんじとろう

せんりつのとくちょうを
かんじとろう

曲のかんじを生かそう

いろいろな音のひびきを
かんじとろう

音
楽
の
学
び
が
つ
な
が
る
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教科書の役割の一つとして，経験豊富な先生方がお持ちの経験やノウハウを，若い世代の先生方へ引き継
いでいくために，指導の手だてやアイディアを掲載しました。

指 導 の手だ てやノウハウを 引き継ぎます

せ
ん
り
つ
の
と
く
ち
ょ
う
を
か
ん
じ
と
ろ
う

5

強弱せんりつ

文部省唱歌／巌谷小波 作詞

ふじ山

●	曲の中で気
き

持
も

ちがいちばんもり上がるところを，曲の山といいます。

	 「ふじ山」の曲の山をさがしてみましょう。

せんりつを指でたどりながら「ふじ山」を歌って，
音の上がり下がりをかんじとりましょう。

1

気持ちがいちばんもり上がるところを，
じっさいに歌いながらさがしましょう。

2

●	見つけた曲の山をかんじながら，

	 声の強さや出し方をくふうして歌いましょう。

いちばん高い音は
どこにあるかな。

時間のながれ

気
持
ち
の
も
り
上
が
り

茶ばたけとふじ山 （静
しず

岡
おか

県） 夏のふじ山と芦
あし

ノ湖 （神
か

奈
な

川
がわ

県）田
た

貫
ぬき

湖
こ

にうつるさかさふじ （静岡県） 上から見たふじ山

曲の山では，音が高くなったり
強くなったりすることが多いよ。

曲の山

さまざまな場
ば

所
しょ

から見たふじ山

歌
か

詞
し

やばんそうにも
注目

もく
してみよう。

ちゅう

曲
に
つ
い
て

40 41

詩
と
音
楽
の
関
わ
り
を
味
わ
お
う

6

フレーズ旋律リズム

●	「待ちぼうけ」の作
さく
詞
し
者
しゃ
，作曲者，演

えん
奏
そう
者
しゃ
が，

	 それぞれどのような工
く
夫
ふう
をしているか見つけましょう。

●「待ちぼうけ」をきいたり歌ったりして，

	 それぞれの工夫がどのように関わり合っているのか話し合いましょう。

●	最後にもう一度きいて，心に残ったことを書きましょう。

北
きた

原
はら

白
はく

秋
しゅう

さんの

工夫は？
山
やま

田
だ

耕
こう

筰
さく

さんの

工夫は？

歌い手や
伴
ばん

奏
そう

者
しゃ

の

工夫は？

工夫を見つけるために…

演奏者作曲者作詞者

見つけるポイント 見つけるポイント 見つけるポイント

▶1〜5番に
　共通する言葉

▶主人公の気持ちが
　表れている言葉

▶七五調の言葉のリズム

　　　　　　　　　など

▶旋
せん

律
りつ

のリズム

▶音の上がり下がり

▶くり返される旋律の
	 まとまり

　　　　　　　　　など

▶気持ちを表す言葉の歌い方

▶時間，景
け

色
しき

，
　気持ちなどの変化の表現

▶曲の山の表現

　　　　　　　　　など

きいたり，
まねたりしてみよう歌ってみよう詩を声に出して

読んでみよう

46

拍リズム

みんな

ア

みんな

ウ

リーダー

ウ

先生

ア

● 拍
はく

にのって，先生やリーダーの打
う

つリズムをみんなでまねて，
　 手

て

拍
びょう

子
し

で打ちましょう。

リズムでなかよくなろう

2つのリズムを
組み合わせて
長くしてもいいね。

リズムのれい

ア

拍

タン     タン     タン    （ウン）
イ

タ   タ   タ  タ  タン    （ウン）

エ
タン      タ   タ  タン    （ウン）

ウ
タ   タ  タン     タン    （ウン）

先生

ア

みんな

ア

先生の打つリズムをまねて打ちましょう。

先生やリーダーの打つリズムをリレーして打ちましょう。

ステップ 1

ステップ 2

じゅぎょうのはじめに
少しずつやろう。

7

掲示物の
アイディア

鑑賞学習の
アイディア

目で見ることができ
ない音楽を子どもたち
と共有するためには，
板書や掲示物が役に立
ちます。

ここでは，旋律の特
徴を感じ取るためのア
イディアを紹介してい
ます。

鑑賞の定番教材にな
っている「待ちぼうけ」
では，歌詞や旋律，そ
の表現に注目しなが
ら，作詞者，作曲者，
演奏者の視点から鑑賞
する学習方法を紹介し
ています。

５年 p.46

3 年 p.7

３年 p.40・41

作詞者や作曲者など，
創作した人の工夫を考
える活動を通して，著
作者を尊重する態度も
育みます。

常時活動の
アイディア

リズムの学習活動は「常時活動」として扱うと，拍
感やリズム感が育成されるだけでなく，他人と合わせ
て演奏するアンサンブルの技能が高まったり，音楽づ
くりに活かせる発想を得たりすることもできます。

２～４年には発達段階や学習内容に応じた教材を掲
載しました。

●毎回の授業の始めに，リズム
マシーンなどに合わせてリズ
ム打ちを楽しむ。

●慣れてきたら，次のステップ
に進む。

●さらに慣れてきたら，速さや
強弱を変えてみる。

２年生　p.15，p.17
４年生　p.7

他学年の例

音
楽
の
学
び
が
つ
な
が
る

「常時活動」の活用について
　気持ちや体をほぐして授業に入
ることができるように，授業の始
めの３分程度の時間を使って，少
しずつ活動を積み重ねていきます。
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技能の習得をサポートするコラムや体を動かす活動を示したり，学習のステップを丁寧に設定したりする
ことで，「こう歌いたい」という思いや意図に合った表現をするために必要な歌唱の技能の育成につなげま
した。

思いや意図をもって表現する力を育てます ［歌唱の例］

音色 強弱せんりつ

●	せんりつの音の上がり下がりと強さの関係をたしかめて歌いましょう。

の前半の上のパート（  の部分）イ

●	　と　	のせんりつのとくちょうに合う歌い方をくふうしましょう。イア

ロ
ホホホホホ

バルデ リ           ー バルデ ラ          ー バル デ ロ           ー バルデ ロホ ホ ホ ホ ホ

例

スタッカートがついて
いるところは，はずむ
ように歌いたいな。

イ は ア にくらべて，
のびやかな感じがするね。

●	 スタッカートのところは，

	 わらったときのようなおなかの動きを感じて，

	 軽くはずむように歌いましょう。

	 また，言葉があいまいにならないように，

	 はっきりと発音して歌いましょう。

2

強さを表す記号
➡19ページ，21ページ

歌 声

35

１度の和音 ４度の和音 １度の和音 ５度の和音

●	　　　のパートを楽器で演奏

して，それぞれの和音の

ひびきを確かめましょう。

●	和音の移り変わりを感じ取り

ながら，旋
せん

律
りつ

を歌いましょう。

1

伴
ばん
奏
そう
をききながら体を動かして，

和音のひびきのちがいを

感じ取ってもいいね。

和音を確かめよう

1度の和音 4度の和音 1度の和音 5度の和音

1度の和音 4度の和音 5度の和音

5度の7の和音

例

3534

交互唱1 年
二部合唱

パートナーソング
4 年輪　唱2 年 部分三部合唱5 年オスティナート唱3 年 三部合唱6 年

体を動かす
活動を
取り入れる

思いと技能を
つなぐ

技能を
サポートする
コラム

合唱の技能を
育てる系統性

音の高さの違いを，
手の動きと関連付けて
音程感を育てる「ドレ
ミ風船」のアイディア
や，和音の響きの違い
を体の動きで感じ取る

「和音体操」などの学
習方法を示しました。

学習目標の達成に向
けて，どのような活動
をすればよいのかを丁
寧に示し，適宜，技能
をサポートするコラム
を掲載しました。

歌詞の内容や自分の
思いをきちんと伝える
ために，声の出し方や
発音の仕方に関するコ
ラムを各学年に配置し
ています。

音の高さの違いを
手の動きを利用し
て確認する。

それぞれの和音が生み
出す響きの違いを，体
の動きで感じ取る。

歌ったり楽譜を見たりして，
音楽の特徴を捉える。

子どもたちが「こう歌いたい」
という思いをもつ。

思いを実現するために役立つ
技能を習得・活用する。

知  識

つなぐ

つなぐ

思  考

技  能

２年 p.21

５年 p.34・35

４年 p.35

５年 p.38

中学校の混声合唱へ

● 「ほほ」や「かわ」のように，同じ母
ぼ

音
いん

が

続くところでは，その前の子
し

音
いん

を意
い

識
しき

し

て発音するようにすると，言葉がはっき

りと伝わります。

3歌 声

え み し てほ ほ か わ
e mi shi teho ho ka wa

母音：ローマ字で書いた場合の「a i u e o」の５つの音のこと
子音：母音の前に付く「h」「m」「k」などの音のこと

● 音の　たかさに　気を　つけながら，あかるい　こえで　うたいましょう。

ふうせんの　えを　つかって　音の　たかさを　
たしかめながら，うたっても　いいね。

ドレミで
うたおう

シ

ラ

ソ

ファ

ミ

レ

ド

ド

た
か
い

ひ
く
い

レ

音
楽
の
学
び
が
つ
な
が
る

１年生　p.19
２年生　p.21
３年生　p.36

４年生　p.11，35
５年生　p.11
６年生　p.11

他学年の例
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演奏家によるワンポイント アドバイスや，合奏するときに必要なヒントを示したコラムを設けるなど，
子どもたちが主体的に学習を進められるように配慮しました。

主 体 的 で 意 欲 的な 学 習を 引き出します ［器楽の例］

音色 せんりつ

日
本
の
音
楽
で
つ
な
が
ろ
う

8
●	8ページで歌った「さくら	さくら」をこと

4 4

でひいてみましょう。

ひ
く
い
音

高
い
音

すわる位置

「さくら さくら」をひくときの糸の音の高さ

…

前
の
音
を
の
ば
す

…

休
む（

　

 

）

拍子
びょう し( )

( )

こ
と
4

4

の
楽が
く

譜ふ

「
さ
く
ら 

さ
く
ら
」（
日
本
古
謡
）

「さくら さくら」は，親指だけでひきます。

竜
りゅう

角
かく

より２〜３cm左のところを，糸を向こう側に

おすようにしてひきましょう。

つめ
4 4

の角でひく。

右手の親指，人さし指，中指につめ
4 4

をはめます。

つま皮がつめ
4 4

の根元までくるように，深めにはめましょう。

こと
4 4

に対して少しななめにすわる。 こと
4 4

に対して正面に向いてすわる。

つめ
4 4

の先でひく。

角づめを
使う場合の
つめ
4 4

の当て方

丸づめを
使う場合の
つめ
4 4

の当て方

角づめを
使う場合

丸づめを
使う場合

丸づめを使う場合のつめの当て方
一 　 二 　 三 　 四 　 五 　 六 　 七 　 八 　 九 　 十 　 斗 　 為 　 巾

向こう側
がわ

から手前に向かって順に，

下の図のようにすわる位置から見て，

一  二  三  四  五  六  七  八  九  十  斗
と

  為
い

  巾
きん

といいます。

→

つま皮 つま皮

糸の名前

糸の名前

〈こと
 4 4

のいろいろな部分の名前

真ん中にあるのが
七の糸だよ。

両ひざが
磯の部分に
当たるように

右ひざの外側が
磯
いそ

の部分に
当たるように

チャレン
ジ こと

4 4

をひいてみよう

　ひいた音をよくききましょう。

とくに，同じ音をつづけてひく

ときには，	 つめ
4 4

が糸にふれて

「ビリッ」という音が入らないよ

うに気をつけましょう。 こと
4 4

奏
そう

者
しゃ

の
遠
えん

藤
どう

千
ち

晶
あき

さん

糸の名前

つめ
4 4

をはめよう

こと
4 4

の前にすわろう

こと
4 4

をひいてみよう

丸づめを使う場合のつめの当て方
人さし指，中指，薬指は，
親指でひく糸の3〜5本向こう側の
糸にそろえておこう。57ページ〉

一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
斗
為
巾

角
かく

づめ 丸づめ

5958

リ
コ
ー
ダ
ー
の
ひ
び
き
を
か
ん
じ
と
ろ
う

3

　 の音を「tuー」とふいて，「（t）」で音を止めましょう。

息を出す

音を出す

息を止める

音を止める

tu

tu （t）

（t）

● 大きなしゃぼん玉をつくるようなつもりで，

 やさしく息を出してふきましょう。

音の出し方

息づかい

リコーダーで　  の音をふきましょう。リコーダーで　  の音をふきましょう。シ

した
4 4

を，上のは
4

やはぐき
4 4 4

のうら
がわに当てて，
息のながれを止
めます。

　「t
トゥ

u」と言うときのように，した
4 4

の動
うご

きを使
つか

って

音を出したり止めたりすることをタンギングといいます。

タンギング

シ

ないしょ話をするときのように「tuー」と言いながら，

息を出したり止めたりしましょう。
1

2

22
せんりつリズム音色

　でひくい音をふくときのポイント
ミ

とじるあける

０
1

2

3

4

5

　リコーダーでひくい音をふくときは，

「t
トォ

o＿」と言うときのように，

やわらかい息でふきましょう。

●	タンギングや息のながれに気をつけてふきましょう。

はじめて
ふく音

ソ ファ ミ練習

上のホースからながれる水の絵は，
息のながれの様子を表

あらわ

しているよ。
「tu」のタンギングとくらべて，
「to」のタンギングの息のながれは
どうなっているかな。

「to」のタンギング 「tu」のタンギング

下あごが
下がらないように
気をつけよう。

　でひくい音をふくときのポイント

45

い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
を
感
じ
取
ろ
う

3

リズム 拍 たてと横との関係よびかけとこたえ

新しくおぼえること

●	拍
はく

にのって，気持ちを合わせてえんそうしましょう。

手
て

拍
びょう

子
し

のリズムを重ねて
えんそうしましょう。

クラッピング ファンタジー 第 ７ 番

楽しいマーチ
長谷部匡俊 作曲※

ド

ア

イ
ウ

イ の部分は，手拍子１を
手拍子2が1拍

ぱく
おくれで

追いかけているね。
ウ の部分は，どうなって
いるかな。

［クラッピング］手を打ち合わせること えんそう順
じゅん

序
じょ

ア イ ウ イ

フォルテ

強く

※

ド

●	息の合ったえんそうをするために，2つの「耳」を育てましょう。

合わせよう

少しずつ
他のパートの音を
きけるようにしよう。

同じパートの友達の打つ音と
自分の打つ音が
ぴったり重なるように
打ってみよう。

となりの友
とも

達
だち

の音をよくきく耳 クラス全体の音をよくきく耳1 2

20 21

2

い
ろ
い
ろ
な
音
色
を
感
じ
取
ろ
う

リ ズ ム 伴
ばん

奏
そう

パートの役
やく

割
わり

や楽器の音色の特
とく

徴
ちょう

を生かして
合奏しましょう。

● 20 〜 21ページを参考にしてそれぞれのパートにふさわしい楽器を選び，
　 全体のひびきを味わいながら合奏しましょう。

1

2

3

4

ラバーズ コンチェルト
デニー ランデル・サンデー リンザー 作曲／石桁冬樹 編曲

この曲の 　 　　　  のパートは，下の4つの役割を受け持っています。

演奏をきいて， それぞれのパートの役割や旋
せん

律
りつ

の特徴を確かめましょう。

21 3 4

合奏全体のひびきを
支えながら

リズムを刻
きざ

むパート

合奏全体の中で
最も大切な旋律の

パート

主な旋律

合奏全体のひびきを
豊かにするための

パート

和音

主な旋律を
かざるように寄りそう

別の旋律のパート

かざりの旋律 低音

パートの役割

楽器の組み合わせや終わり方を工
く

夫
ふう

しましょう。

（ひびきを止めて打つ）

低 音
楽 器

低 音
楽 器ていおん

がっき

例

それぞれのパートの

音の動きやリズムには，

どんな特徴があるかな。

パートの番号を
書こう

1918

リコーダー

和楽器
（箏）

子どもたちの
意欲を引き出す
合奏教材

子どもたちの
思考を促す
コラム

子どもたちが音の出
し方をイメージしやす
いように，イラストを
使って説明しています。

中学年から始まる和
楽器の学習では，箏を
取り上げ，共通教材や
鑑賞教材と関連させな
がら学習できるように
しています。

手拍子で演奏するこ
とができる合奏教材を
はじめ，子どもたちの
意欲を引き出す合奏教
材を開発しました。パートの役割を生かして演奏するために

必要なことについて考えながら，学習を進
められます。

演奏家からの
ワンポイント
アドバイス

演奏家からの
ワンポイント
アドバイス

５年生の巻末 p.74 ～ 77 には，鑑賞教材 p.29 とリンクさせ，高校野球の応援にも
使われる「アフリカン シンフォニー」を掲載しました。

３年 p.22 ３年 p.45

４年 p.58・59

４年 p.20・21
６年 p.18・19

３年 p.25

　ひいた音をよくききましょう。

とくに，同じ音をつづけてひく

ときには， つめ
4 4

が糸にふれて

「ビリッ」という音が入らないよ

うに気をつけましょう。 こと
4 4

奏
そう

者
しゃ

の
遠
えん

藤
どう

千
ち

晶
あき

さん

リコーダー奏
そう

者
しゃ

の
吉
よし

澤
ざわ

　実
みのる

さん

　リコーダーをえんそうするときには，

歌うようにふくことが大切です。

　曲のかんじをつかむために，せんりつを

「tu」で歌ってみるといいですよ。

音
楽
の
学
び
が
つ
な
が
る
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子どもたちが「何を」「どう工夫して」音楽
をつくればよいのかという見通しをもてるよう
に，作品例や様々なアイディアを例示し，思考・
判断しながら，主体的に学習に取り組めるよう
にしました。

積み重ねの学習によって創造性が伸長します ［音楽づくりの例］

い
ろ
い
ろ
な
音
色
を
感
じ
取
ろ
う

3

反
はん

復
ぷく

変化音色 リズム 音の重なり よびかけとこたえ

下の 例 を参考にしながら，選んだ楽器とリズムを使い，音楽の仕組みを生かして，　
自分たちのリズムアンサンブルをつくりましょう。

6

１回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目 10回目 11回目 終わり方

● ● ● ● ●

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

はく

拍

はく

拍

はく

拍

１回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目 10回目 11回目 終わり方

はく

拍

はく

拍

はく

拍

名前

選んだ楽器で リズム1  ～ リズム6  を演
えん

奏
そう

し，好きなリズムを１つ選びましょう。4

ためしてみて，他のリズムや楽器が

合うと思ったら変えてみよう。

どのようにつなげたり重ねたりすると，

自分たちがイメージした感じになるのかを

考えながらつくって，

実
じっ

際
さい

に音に出して確かめるといいよ。

友
とも
達
だち
どうしで

おしゃべりをするような

イメージにしました。

楽器をふやしていき，

だんだん集まってくる

イメージにしました。

音色の組み合わせが楽しめるように，

５回目と６回目の組み合わせを

もう一度くり返してみました。

例

くり返す
よびかけて
こたえる

楽器が
ふえていく

楽器が
へっていく

はく

拍

リズム1

はく

拍

リズム2

はく

拍
リズム3

はく

拍

リズム4
はく

拍

リズム5

はく

拍

リズム6

選んだリズムを3人で重ねて演奏し，

重なり合うひびきやリズムのおもしろさを確かめましょう。
5

例

はく

拍

選んだリズム選んだ楽器

はく

拍
はく

拍

（■）リズム5

（▲）リズム2

（●）リズム4 ワークシート

自分たちの演奏を録音して，

確かめてみてもいいね。

●● ●●

▲

■■

▲▲

■■

▲

32 33

い
ろ
い
ろ
な
音
色
を
感
じ
取
ろ
う

3

すずタンブリン

小
こ

太
だい

鼓
こ

マラカス

クラベス

ウッドブロック

カスタネットトライアングル

サスペンデッド
シンバルギロ

カウベルボンゴ アゴゴーコンガカバサ

打楽器の音色や音楽の仕組みを生かして，
リズムアンサンブルをつくりましょう。

● 3人の組になって，音色の組み合わせやリズムの重ね方を工
く

夫
ふう

しながら，

 リズムアンサンブルをつくりましょう。

いろいろな鳴らし方で

1 ～ 3 のリズムを
打って確かめてみよう。

打楽器でリズムアンサンブル

音の特徴に気を付けながら，グループごとにアンサンブルに使う楽器を選びましょう。

皮が張ってある楽器金
きん

属
ぞく

でできている楽器 いろいろな材質の楽器

受け持つリズムを入れかえて，

ひびきの感じのちがいを

確かめよう。

　　で 3 のリズムを
演奏するときには，

ひびきを止めて打つといいね。

　　で

選んだ楽器を使って下の 1 ～ 3 のリズムを重ねて演
えん

奏
そう

し，

ひびきの組み合わせを確かめましょう。
3

1

2

3

はく

拍

1

はく

拍

2

はく

拍

3

楽器の例

楽器の材
ざい

質
しつ

や音のひびきに気を付けながら，いろいろな楽器を

鳴らして音の特
とく

徴
ちょう

を確かめましょう。
1

注目するポイント

ひびきの長さ

ひびきの高さ

音色

楽器の組み合わせの例

アゴゴー
ばち
4 4

を選ぶ

2

木でできている楽器

30 31

﹁
音
素
材
や
構
成
を
工
夫
し
て

音
楽
を
つ
く
る
﹂
学
習
へ

﹁
旋
律
を
つ
く
る
﹂
学
習
へ

工夫すべき
ポイントを
分かりやすく

５年 p.30 ～ 33

１年 4 年２年 5 年３年 6 年 中学校

タンとタタのリズムを使って，
言葉でリズム遊びをする。

ことばで リズム（p.26）

２人の組になったり，リーダー
とみんなに分かれたりして，言
葉でまねっこ遊びをする。

まねっこあそび（p.45）

短い旋律をつくって，それをま
ねっこしたりつなげたりして，
音遊びをする。

せんりつの まねっこ・おはなし（p.46）

楽器の音色や鳴らし方を工夫
し，星空の様子を表す音楽をつ
くる。

ほしぞらの おんがく（p.58）

学校の中で見つけた音で声遊び
をして，身の回りの音の面白さ
に気付く。

おとを さがして あそぼう（p.30）

4 文字の言葉と，それをもとにし
たリズムを使って，反復や変化を
活用しながら音楽をつくる。

言葉でリズムアンサンブル（p.24）

音を選んで旋律をつくり，歌唱・
器楽教材と合わせて楽しむ。

せんりつづくり（p.15）

５つの音と決まったリズムで旋律
をつくり，それを２人の組でつな
いでまとまりのある旋律をつくる。

２人でせんりつづくり（p.60）

図形から音を発想し，楽器の鳴ら
し方やその組み合わせ，重ね方を
工夫して音楽をつくる。

打楽器の音楽（p.48）

反復を活用しながら，太鼓の口
唱歌を組み合わせて自分のリズ
ムをつくる。

おまつりの 音楽（p.40）

音を選んで旋律をつくり，歌唱・
器楽教材と合わせて楽しむ。

せんりつあそび（p.27）

ミ，ソ，ラの 3 つの音を使って，
わらべうたの伴奏をつくる。

ばんそうあそび（p.61）

楽器の音色や鳴らし方を工夫
し，リズムを組み合わせて
音楽をつくる。

がっきで おはなし（p.46）

生活の中で見つけた音で声遊び
をして，自然音や環境音の面白
さに気付く。

さがして つくろう（p.28）

楽器の材質や音の響き，リズム
の特徴に着目し，音楽の仕組み
を生かしながら音楽をつくる。

打楽器でリズムアンサンブル（p.30）

音の上がり下がりやつなげ方を
工夫しながら，日本の音階を
使って旋律をつくる。

音階の音で旋律づくり（p.58）

三三七拍子のリズムをもとに，
反復や変化を活用しながら，ま
とまりのあるリズムをつくる。

手拍子でリズム（p.30）

音を選んで旋律をつくり，歌唱・
器楽教材と合わせて楽しむ。

せんりつづくり（p.13）

3 つの音と決まったリズムを
使って，旋律をつくる。

ラド
＿

レ
＿

の音でせんりつづくり（p.64）

音の特徴を生かし，組み合わせ
方や重ね方を工夫して音楽をつ
くる。

まほうの音楽（p.56）

声の響きが重なる面白さを生か
して，声によるリズムアンサン
ブルをつくる。

ボイスアンサンブル（p.22）

ハ長調の和音に含まれる音を
使って旋律をつくる。

和音の音で旋律づくり（p.32）

学びが積み重なる「音楽づくり」の学習の流れ

音
楽
の
学
び
が
つ
な
が
る

リズム
に着目した
音楽づくり

声の音色
に着目した
音楽づくり

楽器の音色
に着目した
音楽づくり

旋律
を中心にした
音楽づくり

ミニ創作

プログラミング的
思考を働かせる
　自分の意図したとお
りになるように，リズ
ムパターンや音色の組
み合わせを考え，試行
錯誤しながら改善して
いくことができる教材
を設け，音楽科におけ
るプログラミング的思
考が働くように配慮し
ています。
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聴く目当てを分かりやすく示し，聴き取り，感じ取ったことを友達と共有しやすくしました。また，意見
の交流を通して，より深く音楽を理解できるように配慮しました。さらに，郷土に伝わる音楽をはじめとして，
多様な鑑賞教材を取り上げ，子どもたちが音楽文化の多様性を理解することができるように配慮しました。

様々な 教 材 で 多 様 性 が 育ちます ［鑑賞の例］

音
楽
で 

み
ん
な
と 

つ
な
が
ろ
う

1

はくリズム

それぞれ　どんな
かんじの　きょくかな。

山
やま

形
がた

花がさまつりで 花がさおどりを 
おどる 小学生（山形県）

うんどうかいで エイサーを おどる 小学生
（沖
おき

縄
なわ

県
けん

）

いろいろな くにの おどりの
音楽を 楽しみましょう。
●	おどりの　楽しさを　かんじながら，　音楽を　ききましょう。

ティニクリン
フィリピン民謡

きこう！

とうしん ドーイ
沖縄県民謡

きこう！

エース オブ ダイヤモンド
デンマーク民謡

きこう！

音楽の　かんじに 
あわせて　体

からだ

を 
うごかしても　いいね。

わたしたちが うけつぐ おどり2人で　くみに　なって

おどります。

2本の　竹を　

つかって　おどります
。

おいわいの　せきや

おまつりの　さいごに，	

みんなで　おどります
。

うらびょうし〉〈阿
あ

波
わ

おどり（徳
とく

島
しま

県）
二次元
コードが
入ります

エ
イ
サ
ー
と 

花
が
さ
お
ど
り
に 

つ
い
て

二次元
コードが
入ります

1110

リズム音色

みんなのすんでいるところに
つたわる祭りばやしを
きいてもいいね。

弘
ひろ

前
さき

ねぷた囃子（青森県）

おやま囃子（秋田県）

秩
ちち

父
ぶ

屋
や

台
たい

囃子（埼
さい

玉
たま

県）

佐
さ

原
わら

囃子（千葉県）

葛
か

西
さい

囃子（東京都）

御
み

車
くるま

山
やま

囃子（富
と

山
やま

県）

石
いし

取
どり

祭
まつり

囃子（三
み

重
え

県）

だんじり囃子（大
おお

阪
さか

府）

戸
と

畑
ばた

祇園囃子（福
ふく

岡
おか

県）

日
ひ

田
た

祇園囃子（大
おお

分
いた

県）

8
ち
い
き
に
つ
た
わ
る
音
楽
で
つ
な
が
ろ
う

日
本
の
楽が

っ

器き

の
音
や
音
楽
に
親
し
ん
だ
り
、

お
は
や
し
の
せ
ん
り
つ
を
つ
く
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
。

祭
まつ

りばやしに親しみましょう。
● 楽

がっ

器
き

の音や，音楽のふんいきをかんじとりましょう。

　「祇園囃子」は，京都市にある

八
や

坂
さか

神
じん

社
じゃ

で行われる祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

の祭

りばやしです。祇園祭はとても

長いれきしをもつお祭りで，楽器

をえんそうする人たちをのせた

山ほこが町をまわります。

ねぶた

ハネトとよばれるおどり手たち

楽器をえんそうする人たち

楽器をえんそうする人たち

使われている楽器

　祭りばやしは，お祭りをもり上げるための音楽です。日本の各
かく

地
ち

にはいろいろなお祭り

があり，それぞれとくちょうのある祭りばやしが伝えられています。

　「ねぶた囃子」は，青森市で行われる青森ねぶ

た祭の祭りばやしです。ねぶたは人形などの形

をしたもので，おどり手たちや楽器をえんそう

する人たちといっしょに町をまわります。

ねぶた囃子
青森県

きこう！

たいこ

ふえ

かね

使われている楽器

れい

各地の祭りばやし

かね

たいこ

ふえ

山ほこ

祇
ぎ

園
おん

囃
ばや

子
し

京都府

きこう！

「
祇
園
囃
子
」
と
「
ね
ぶ
た
囃
子
」
に
つ
い
て

5958

い
ろ
い
ろ
な
音
色
を
感
じ
取
ろ
う

3

音色 旋律

トランペット

ホルン

トロンボーン

チューバ

金管楽器

最後の部分では，金管楽器のファンファーレが

もう一度演奏されます。

が活躍する部分 が活躍する部分

もう一つの主な旋律が登場します。

 この曲は，吹
すい

奏
そう

楽
がく

で演奏されます。吹奏楽は，

木管楽器と金管楽器と打楽器による合
がっ

奏
そう

です。

吹奏楽には，コントラバスなどの楽器が加えられることが
あります。

●	主な旋
せん
律
りつ
を演

えん
奏
そう
する楽器に気を付けながら「祝典序曲」をききましょう。

木管楽器

ピッコロ     

フルート

オーボエ

クラリネット

ファゴット

コントラファゴット

打楽器

ティンパニ

トライアングル

小
こ

太
だい

鼓
こ

シンバル

大太鼓

が活
かつ
躍
やく
する部分

弦楽器

バイオリン

ビオラ

チェロ

コントラバス

このあとは，弦楽器，金管楽器，木管楽器，

打楽器がかわるがわる登場して，音楽をもり

上げていきます。

が活
かつ
躍
やく
する部分金管楽器

金管楽器のファンファーレで，はなやかに

始まります。

が活躍する部分木管楽器

曲の中心となる主な旋律を木管楽器が

演奏します。

が活躍する部分弦
げん

楽
がっ

器
き

その主な旋律を弦楽器が引きついで演奏します。

曲や演奏について

よかったところを

話し合ってみよう。

が活躍する部分が活躍する部分金管楽器

アフリカン シンフォニー
ヴァン マッコイ 作曲／岩井直溥 編曲

参考曲

「祝典序曲」で使われる楽器

金管楽器が細かいリズムで演奏します。

〈合奏曲  74ページ〉

28 29

音色 せんりつ

8
日
本
の
音
楽
で
つ
な
が
ろ
う

日
本
の
楽
器
の
音
や
音
楽
に
親
し
ん
だ
り
、

せ
ん
り
つ
を
つ
く
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
。

日本の楽器に親しみましょう。
●	こと

4 4

，三
しゃ

味
み

線
せん

，三
さん

線
しん

の音色をきいて，

	 それぞれのとくちょうを感じ取りましょう。

こと
4 4

のいろいろな部分の名前は，
他にもさまざまなよび方があります。

柱
じ

　３本の糸（弦）がはってあり，右手

に持っているばち
4 4

で音を出します。

左手で糸をおさえて，さまざまな高

さの音を出します。

角
かく

づめ

ばち

竜
りゅう

頭
とう

竜
りゅう

角
かく

磯
いそ

糸（弦
げん

）

竜
りゅう

尾
び

丸づめ

つめ

三
しゃ

味
み

線
せん

三
さん

線
しん

遠
えん

藤
どう

千
ち

晶
あき

上
あが

妻
つま

宏
ひろ

光
みつ

仲
なか

村
むら

逸
いつ

夫
お

　13本の糸（弦
げん

）がはってある楽器です。

右手の親指，人さし指，中指につめ
4 4

をはめて

えんそうします。

チミ（つめ）

チル（弦）　３本のチル（弦）がはってあり，右手

の人さし指にはめたチミ（つめ）で音を

出します。左手で糸をおさえて，さま

ざまな高さの音を出します。

津
つ

軽
がる

じょんがら節
青森県民謡

てぃんさぐぬ花
沖縄県民謡

参考曲 参考曲

こと
4 4

のいろいろな部分の名前に
「竜

りゅう
」がついているのは，楽器全体を

竜の形にたとえているからだよ。

こと
4 4

独
どく

奏
そう

による主題と
６つの変

へん

奏
そう

「さくら」より
藤井凡大 作曲 

きこう！

糸（弦）

こと

56 57

日
本
や
世
界
の
音
楽
に
親
し
も
う

7

拍音の重なり旋
せん

律
りつ音色

　ガムランは，インドネシアに古くから伝

わる音楽です。金属製の打楽器を中心にし

た合奏で演奏されます。

　バグパイプは，かつてヨーロッパなどの広い

地域で使われてきた管楽器です。皮のふくろに

ためた息を送り出して数本の笛を鳴らします。

バグパイプ の演奏
（イギリス）

　メヘテルハーネは，トルコに古くから伝わる軍楽隊

です。この軍楽隊のえいきょうを受けて，ヨーロッパ

にブラスバンドが生まれたといわれています。

メヘテルハーネ
（トルコ）

　オルティンドーは，モンゴルに古くから

伝わる民
みん

謡
よう

で，拍
はく

のない自由なリズムで歌

われるのが特
とく

徴
ちょう

です。モリンホール（馬
ば

頭
とう

琴
きん

）

という弦楽器などで伴
ばん

奏
そう

することもあります。

オルティンドー
（モンゴル）

ガムラン
（インドネシア）

世界のいろいろな国の

音楽や楽器について，

図書室やインターネットで

調べてみるのもいいね。

写真はバリ島のガムラン

● 音楽の雰
ふん

囲
い

気
き

のちがいに気を付けながら，
　 それぞれの国の人々が大切に伝えている音楽をききましょう。

　フォルクローレは，南アメリカの

アンデス地方に伝わる音楽です。ア

ンデス地方のいろいろな民族楽器

を組み合わせて合奏されるのが特

徴で，歌が加わることもあります。

フォルクローレ
（ペルー，ボリビアなど）

　グリオは，歌にのせて歴史などを語

り伝える人たちです。コラという弦
げん

楽

器などを演奏しながら歌います。

グリオ
（セネガル）

世界のいろいろな国の音楽に親しみましょう。

きこう！

世界の国々の音楽

楽
器
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
つ
い
て

5150

6
詩
と
音
楽
の
関
わ
り
を
味
わ
お
う

日
本
の
歌
を
き
い
た
り
歌
っ
た
り
し
て
、

言
葉
の
感
じ
と
旋せ

ん

律り
つ

の
関
わ
り
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
か
な
。

旋律 音の重なり速度 強弱

作曲者の滝
たき

 廉
れん

太
た

郎
ろう

について

● 歌詞と旋律が一体となって生み出す曲想を味わいながらききましょう。

三
、
錦に

し
き

お
り
な
す

　長ち
ょ
う

堤て
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　日本で西洋音楽がさかんになり始めた明治時代に，作品を残した作曲家です。

　東京で生まれ，父親の仕事の関係で各地を転々としたあと，大
おお

分
いた

県で少年時

代を過ごします。

　東京音楽学校（現在の東京藝
げい

術
じゅつ

大学）でピアノを学び，さらにピアノと作曲の

勉強のためにドイツへ留学しました。しかしその

わずか２か月後，病にたおれ，翌
よく

年
ねん

には帰国します。

その後，回復することなく，23歳
さい

と10か月という

若
わか

さでなくなりました。

　「お正月」，「花」，「箱
はこ

根
ね

八
はち

里
り

」，「荒
こう

城
じょう

の月」など

の歌は，今でも多くの人々に親しまれています。（1879〜1903）

2つのメモをもとに，それらの関わりが生み出す曲のよさについて話し合いましょう。3

［櫂］水をかいて船を進める道具

言葉と旋
せん

律
りつ

の美しさを感じ取りながら，
日本の歌を味わいましょう。

花
武島羽衣�作詞／滝�廉太郎�作曲

きこう！

少年時代を過ごした家
（大分県竹田市）

歌詞について，気付いたことや思いうかべたことを下のメモに書きましょう。1

曲や演奏について，感じたことや気付いたことを下のメモに書きましょう。2

歌詞

気付いたことや思いうかべたこと

など注目するポイント 音の重なり強さ速さ 旋律

曲

演奏

感じたこと 気付いたこと

40 41

聴くねらいが
分かりやすい

学習目標や活動文に
加え，楽器のイラスト
や写真を示し，鑑賞の
ねらいを捉えやすくし
ています。

３年 p.58・59

５年 p.28・29

６年 p.40・41

４年 p.56・57 ６年 p.50・51

５年 p.45

５年 p.53

２年 p.10・11

楽器の音色に注目し
て聴き，郷土の音楽
に親しみます。

何を聴き取り，何を考えるの
かを，ワークシートで分かり
やすく示しています。

音楽の構成を捉えやすいよ
う，譜例と楽器の写真等を効
果的に使って示しています。

多様性を
理解する

箏，三味線，三線を紹介しています。

子どもたちの
興味・関心を
引き出す工夫

演奏家のメッセージ
を紹介し，子どもたち
が主体的に鑑賞するこ
とができるように工夫
しました。

いろいろな楽器や，我が国及び諸外国の音楽を
鑑賞することができるように鑑賞教材を精選しま
した。その際，それぞれの音楽のよさや違いを捉
えやすくするために，比較鑑賞の学習を適宜設け
ています。

作曲者がイメージしたもの
　この曲は，ももの花がさくころの瀬

せ

戸
と

内
ない

海
かい

の風景をえがい

ています。作曲者の宮
みや

城
ぎ

道
みち

雄
お

は，波の音やかい
4 4

をこぐ音，か

もめの鳴き声，海面がキラキラしている様子などをイメージ

しながら作曲したそうです。

風景が見えてくる曲
　演奏していると，実際に風景が見えてくるような感じがし

ます。近くから遠くへ景
け

色
しき

が広がっていくような感じ，遠い

ところの風景を表している感じなど，自分なりに風景をイメ

ージしながら演奏しています。

音での会話
　この曲では，こと

4 4

と尺八が音で会話をするように演奏して

いるところがあります。たがいのパートの旋律をきき合い

ながら合
がっ

奏
そう

している様子を感じ取ってほしいですね。

尺八演
えん

奏
そう

家
か

藤
ふじ

原
わら

道
どう

山
ざん

さんのお話

　日本語の歌曲，特に「待ちぼうけ」のように，語りの要素があるもの

を歌うときには，自然な発音で大げさにならないように気を付けてい

ます。

　また，歌のパートだけでなく，ピアノ伴
ばん

奏
そう

の楽
がく

譜
ふ

もよく見て，作曲

者が伝えたかったことを読み取るようにしています。例えば，「待ちぼ

うけ」の前奏の場合，  「これから楽しいものが始まるよ」というような

メッセージが入っているんだなと思います。

テノール歌手
錦
にしき

織
おり

 健
けん

さんのお話

音
楽
の
学
び
が
つ
な
が
る




